
   

 １１月２５日（火）、待ちに待った「弥生フェスタ」

を行うことができました。これまで代表委員会で、

スローガンやプログラム、歌、役割分担などを話し

合いました。今年度のスローガンは「一人一人が力

を合わせ、みんなで残そう学びの足あと」です。 

 ＊裏面に、各学年の発表の一部を紹介しています。 
 

            

 コロナ禍でどうしたらいい

のか、集会委員会中心に考え、

会議室で集会委員会が司会進

行をし、それをリモートで全

校児童に伝えました。各学年

の発表も、事前に撮ったもの

をリモートで各教室にながし、

みんなで見ました。どの学年

も工夫を凝らした動画が完成

されていて、見応えのあるフェスタになりました。 

事前に準備した動画だけでなく、リアルタイムの

感想発表（例：2年生の発表の感想を１年生が言う）

などと組み合わせて配信しました。 

 

 

 

 

インターネットを介して

誰かとつながることができ

る携帯機器（スマホやゲー

ム機器）等を持っている子

どもは年々増加しています。

また、子どもたちの中には

残虐性の強いゲームを複数

の友達としたり、不特定多

数の外部者とつながるソフ

トを使ったりしている子ど

もが全国的にいることも報

道されています。さらに、子どものオンラインゲー 

 

 

ムでの「課金トラブル」も増

えているようです。 

子どもを加害者。被害者

m 気になって取り組まない

といけません。学校でも指

導をしていますが、まずは

ご家庭でのしっかりとした

「ルール」が必要です。「場

所・時間・場面・内容」に

関するルールを大人主導で

作成してください。よろし

くお願いします。 

 

 

 

 なかよし会の先生方、松本様のご厚意で、「プペル

バス」を弥生が丘小学校にお呼びすることができま

した。 

 これは、にしのあきひろ氏の絵本「えんとつ町の

プペル」の原画絵自体を背後から LED ライトを当

て光らせられるよう改造したバスを個展会場にし

たものです。コロナ禍で子どもたちがエンターテイ

ンメントに触れる機会が減り、そんな中でも少しで

もわくわくしてもらいたい！もっと笑顔になって

ほしい！！と松本様にご提案していただいたもの

です。 

 可能な学年やクラスがバスの中で見学しました

が、「うわあ－」と感動！でした。 

 本物を見る、感動する、わくわくする機会を与え

ていただきありがとうございました。 
 

 

   

 

 

              

                          

                           

～「凡事徹底」で気持ちのよい学校にしよう～ 
○や  やさしく 助け合う子(心) 
○よ  よく学び よく考える子(頭) 
○い  いきいき元気に活動する子(体)  

                         文責  校 長 田 﨑 幸 子 
 〒841－0005 佐賀県鳥栖市弥生が丘 4 丁目 329 番地 ℡0942-48-3100   第１６号 令和４年 1２月６日(火) 

弥生が丘小学校 HP  URL https://www.education.saga.jp/hp/yayoigaoka-e/ 

コミュニティ・スクール弥生が丘小

学校 

スマホ、ゲーム機器等、

管理・確認・話し合いを！ 



 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

5年生： 

テレビ報道「環境問題について」 

6 年生： 

ステージ発表「平和について」

歌「青い空は」 

1 年生： 

できるようになったこと、ダンス、おむすびころりん、・・

・「楽しい思い出をいっぱいいっぱいつくります！」 

2 年生： 

おもちゃランドの紹介、歌「村まつり」 

3 年生： 

3 年生になって新しく学んだこと、ボディパーカッション、 

リコーダー「レッツゴー ソーレ」 

4 年生： 

ユニバーサルデザイン、福祉について、手話「ドラえもんの歌」 


